
CORALNET
Plesk 操作マニュアル１

■ パスワード保護ディレクトリ作成

■ 会員専用ページなど、パスワードで保護されたページの設定方法についてご案内します。

■ 一部の限られた人のみにページを公開したい場合などに利用する機能です。

   この設定が行われたディレクトリ内ページは、管理者側で設定したユーザ名とパスワード

   を入力しなければ閲覧ができません。

 トップページの「ダッシュボード」タブより「パスワード保護ディレクトリ」をクリックします。1.

「保護ディレクトリを追加」をクリックします。2.
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新しい保護ディレクトリの作成画面が表示されます。 
ディレクトリ名、保護エリアのタイトルを入力し、「OK」をクリックします。

3.
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①

②

【 例 】

ディレクトリ名

保護エリアのタイトル

/member

member’ s  only

「保護ディレクトリ○○○を作成しました」と表示され、リスト画面に戻ります。 
次に保護ディレクトリにログインできるユーザを作成します。 
作成したディレクトリ名をクリックします。

4.
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「ユーザを追加」アイコンをクリックします。5.

ユーザ作成画面が表示されます。 「ユーザ名」「パスワード」「パスワード確認」
（同じパスワードを 2回登録）を入力し、「OK」ボタンをクリックします。
パスワードとして利用できるのは右の安全レベルが「強」以上となったもののみです。

6.

①

②

ユーザが登録されます。 さらにユーザを追加する場合は、⑤⑥の操作を繰り返してください。7.



■ パスワード保護が正しく設定されているか確認します
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ここではテスト用のページを新規作成して確認しておりますが、お客様で作成済みの

ページを FTP 転送していただき、確認することも可能です。

指定した保護ディレクトリ内にテストページを作成します。 
「ファイル」タブに切り替え、作成したディレクトリ名をクリックします。

「ファイル」＞「httpdocs」＞「作成したディレクトリ」

1.

①

②

③

「新規」ボタンをクリックし、「ファイルを作成」をクリックします。2.
①

②
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「ファイルを作成する」画面が表示されます。 
ファイル名に「index.html」と入力し、「HTML テンプレートを使用」にチェックを入れ、
「OK」ボタンをクリックします。

3.

①

②
③

作成された「index.html」の右側にあるメニューボタンクリックし、「テキストエディタで編集」を
クリックします。

4.

①

②

2030/01/01 12:00　　　　　*********　　　************　********

2030/01/01 12:00　　　　　*********　　　************　********

<body> と </body> の間に 「test page」などの文字を入力し、「OK」ボタンをクリックします。5.
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右側のメニューボタンをクリックし、「ブラウザで開く」をクリックします。5.

［Windows セキュリティ］画面が表示されますので、作成したユーザ名とパスワードを入力し、
「OK」ボタンをクリックします。
6.

作成したテストページが表示されることを確認します。 
エラー画面となる場合は、パスワード保護ディレクトリの設定、ユーザの設定に誤りがある可能性
がございますので、コントロールパネルにて設定内容を確認・修正してください。 
テストページが表示されれば、設定は完了です。

7.

2030/01/01 12:00　　　　　*********　　　************　********

2030/01/01 12:00　　　　　*********　　　************　********

①

②
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■ パスワード保護の解除

「パスワード保護ディレクトリ」メニューのディレクトリ一覧から、保護を解除したい
ディレクトリ名の左側にチェックを入れた状態で、「保護を解除」をクリックします。

1.

②

「解除の確認」画面が表示されます。
「確認して削除を実行」にチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。

※この作業では、ディレクトリ自体は削除されません。誰でも閲覧可能な状態になります。
ディレクトリ自体を削除する場合は、「ファイル」タブから削除する必要があります。

2.

①

②

①
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■ ディレクトリの削除方法

「ファイル」タブに切り替えます。 削除したいディレクトリの左側のチェックボックスにチェック
を入れた状態で、「削除」ボタンをクリックします。

1.

①

②

③

④

確認画面が表示されますので、「はい」ボタンをクリックします。 
ディレクトリ内にあるファイルも合わせて削除されます。
削除されたファイルは復旧することができませんので、削除前に今一度ご確認ください。

2.

「選択したファイルとディレクトリが削除されました」のメッセージが表示されます。 
ファイル一覧から該当のディレクトリが削除されていることをご確認ください。

3.


